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2 重ベキ加法化変換の性能と評価 
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一般に，線形モデルの推測では①観測値の正規性，②モデルの加法性，③誤差分散の均一性，

④観測地の独立性，が仮定されている．臨床評価の場で得られるデータには，これらの仮定をす

べて満たしていることは少なく，観測値の変換による仮定の充足が有効な場面がある．これらの

仮定の充足を目標として，ベキ変換(Box & Cox,1964)が提案されている．本稿では，その拡張型

である 2 重ベキ加法化変換を提示し，評価する．2 重ベキ加法化変換は，観測値の正規性を仮定

して，モデルの加法性，誤差分散の均一性の同時達成を意図した変換である．諸種のデータに 2

重ベキ加法化変換を適用することで，その性能を評価する．2 重ベキ加法化変換は 2 つのベキ変

換パラメータ𝜆1, 𝜆2をもち，それぞれが，モデルの加法性，誤差分散の均一性の充足を意図した

パラメータである．また，観測値𝑥𝑖, 𝑦𝑖(𝑖 = 1, … , 𝑛)に対する尤度は 
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で表される．ここに𝜔𝑖 = 𝜂𝑖2𝜆2−2である．また，𝜂𝑖は応答𝑦𝑖の変換前の位置パラメータである．

本報告では，2 重ベキ加法化変換を従来の「ベキ加法化変換」と対比，評価する． 
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